
ゼミや部活動、学内外のイベントなど、
学生が産大の魅力をXや
インスタグラムで発信しています。
各メンバーの持ち味が滲み出て？います
のでぜひご覧ください！

0120-787-124（入試課）
参加お申し込み・お問合せ

nyush i@ada .nsu .ac . jp

お申し込みは
コチラ

学事日程（2026年4月～9月）
月 日

3月29日（日）～2日(木)
1日(水) ～ 3日(金)
4日(土)
6日(月)
30日(木)

4 月

5月
2日(火)
13日(土)
15日(月) ～ 19日(金)

6 月 創立記念日授業日
個別面談・父母の会総会
個別面談個別対応週間

23日(木)
24日(金)
27日(月) ～ 29日(水)
30日(木) ～ 8月5日(水)

7 月 地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
7/20祝日振替授業日
補講日
春学期定期試験期間

6日(木) 
7日(金) 
12日(水)
13日(木) ～ 14日(金)
17日(月) ～ 9月4日(金)

8 月 試験予備日
学生夏季休業開始
追試験
お盆窓口業務休業日
集中講義期間

10日(木)
18日(金) ～ 24日(木)
25日(金)
30日(水)

9 月 秋学期卒業者発表
履修登録期間
授業開始
9月卒業式

履修登録期間
ガイダンス・健康診断
入学式
授業開始
4/29祝日振替授業日

行　　　事　　　等

2026.3.28（土） 10：30～13：00

学部・学科の魅力を説明、
入試・奨学制度の説明、
資格取得者体験談、在学生による
キャンパスツアー、フリートークなど

【プログラム】

※実施内容は変更となる可能性がございます。詳細は大学HPをご覧ください。　

皆さんの参加を
お待ちしています！

青海波（せいがいは）

発　行　日／令和８年２月
編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

青海波新潟産業大学報

2026　vol.41NIIGATA SANGYO UNIVERSITY

第37回「紅葉祭」盛大に開催
部活動・サークル活動
授業紹介
就職体験談
令和7年度の就職状況について
地域とのつながり
図書館だより
ネットの大学 managara
サンチャッカル通信
INFORMATION

2
３
4
5
6
7
8
9
10
11

表紙の写真「光のはじまり」
撮影場所：魚沼市枝折峠

表紙の写真は、本学写真部の森山明佳さん
（文化経済学科2年）の作品です。
10月の早朝、眠い目をこすりながら家を出て車
を走らせました。
向かった先は魚沼の枝折峠。雲海に昇る朝日が
バッチリ撮影できました！
新潟の素敵な撮影スポットがありましたら、ぜ
ひ写真部までご一報ください。

本学初のJリーガー誕生！
柏崎市商工会と連携協定を締結 1

学生広報チームが
SNSで情報発信

参加者は入学検定料が半額に！
春のOPEN CAMPUS

Instagram
nsu_gakuseikoho

X
＠NSU_gakuseikoho
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柏
崎
市
商
工
会
と
連
携
協
定
を
締
結

本
学
初
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生
！

こ
う
き
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第
37
回
「
紅
葉
祭
」
盛
大
に
開
催

　12
月
18
日
（
木
）、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部 

湯

岑
滉
生
選
手
（
経
済
経
営
学
科
４
年
）
の
Ｆ

Ｃ
岐
阜
入
団
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

湯
岑
選
手
は
来
季
よ
り
入
団
予
定
で
、
本
学

サ
ッ
カ
ー
部
初
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生
と
な

り
ま
す
。

会
見
に
は
湯
岑
選
手
の
ほ
か
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜

チ
ー
ム
強
化
グ
ル
ー
プ
の
神
田
勝
夫
氏
、
本

学
サ
ッ
カ
ー
部
の
岡
村
宜
城
監
督
が
出
席

し
、
決
意
や
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

湯
岑
選
手
の
コ
メ
ン
ト

入
団
が
決
ま
っ
た
当
日
は
喜
ん
だ
が
、
翌

日
か
ら
は
切
り
替
え
て
『
自
分
は
岐
阜
で

戦
っ
て
い
く
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
胸

に
、
日
々
練
習
や
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
る
。
１
年
目
と
い
う
こ
と
は
関
係
な

く
、
来
季
か
ら
主
力
と
し
て
出
場
、
そ
し
て

岐
阜
の
勝
利
に
絡
め
る
よ
う
奮
闘
し
て
い

き
た
い
。

岡
村
宜
城
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
コ
メ
ン
ト

創
部
以
来
初
と
な
る
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生

で
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
の

彼
の
動
向
に
注
目
し
て
、
応
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ｊ
リ
ー
グ
は
２
月
か
ら
百
年
構
想
リ
ー
グ

が
始
ま
り
ま
す
。
Ｆ
Ｃ
岐
阜
湯
岑
選
手
の
活

躍
に
、
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

11
月
25
日
（
火
）、
本
学
は
柏
崎
市
商
工

会
（
村
山
卓
会
長
）
と
の
連
携
協
定
を
締
結

し
、
柏
崎
市
産
業
文
化
会
館
で
調
印
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

本
協
定
は
相
互
が
有
す
る
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
、
資
源
等
の
活
用
に
よ
り
、
相
互
が
協

力
し
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
、
今
後
は
以
下
の
事
業
に
つ
い

て
、
連
携
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
観
光
・

　
　
交
流
価
値
の
再
構
築

２
．
観
光
商
品
開
発

３
．
地
域
観
光
・
交
流
情
報
の
発
信

４
．
学
生
が
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場

　
　
の
提
供
お
よ
び
そ
の
仕
組
み
の
構
築

５
．
地
域
活
性
化
に
関
す
る
情
報
交
換

６
．
そ
の
他
、
相
互
の
協
議
に
よ
り
連
携
の

　
　
取
り
組
み
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
事
項

金
光
林
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
の
コ
メ
ン
ト

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
新
潟
産
業
大
学

が
有
す
る
教
員
の
知
性
と
学
生
の
活
力
、
柏

崎
市
の
伝
統
と
地
域
資
源
が
融
合
し
、
新
し

い
可
能
性
と
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
新
潟
産
業
大
学
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
こ
の
連
携
協
定
の
実
行

に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
に
第
37

回
紅
葉
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
す
る
学
友
会
・
紅
葉
祭
実
行
委
員
会

が
掲
げ
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
産
紅
協
心
」。

「
生
み
出
す
喜
び
、
心
を
一
つ
に
協
力
し
よ

う
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
メ
ン
バ
ー
た
ち

で
選
び
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委

員
長
の
加
藤
怜
那
さ
ん
（
文
化
経
済
学
科
２

年
）
は
、「
教
職
員
を
含
め
大
学
全
体
で
紅

葉
祭
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

初
日
は
、
１
年
生
の
ク
ラ
ス
単
位
で
の
出

店
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
有
志
団
体
に
よ
る
飲
食

ブ
ー
ス
が
多
数
並
び
ま
し
た
。
中
庭
で
は
串

焼
き
に
唐
揚
げ
、
学
長
提
供
の
広
島
風
お
好

み
焼
き
、
カ
ル
メ
焼
き
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

と
、
ど
れ
も
盛
況
で
し
た
。
変
わ
り
種
で
は
、

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
装
甲
車
両
の
展
示
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
多
数
詰
め
か
け
て
い
ま

し
た
。
一
方
教
室
イ
ベ
ン
ト
も
、
市
役
所
や

消
防
署
を
は
じ
め
、
茶
道
部
の
お
茶
会
、
阿

部
ゼ
ミ
や
権
田
ゼ
ミ
の
特
産
品
販
売
、
手
も

ん
づ
ら
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
販
売
、
書
道

部
の
書
道
体
験
、
写
真
部
の
企
画
展
示
な
ど
、

各
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

講
堂
で
は
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」
で
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
で
明
る
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
。
客
席
か
ら
は
歓
声
と
万
雷

の
拍
手
で
し
た
。
中
庭
で
は
、「
太
鼓
集
団

鼓
明
楽
」
が
迫
力
あ
る
音
を
響
か
せ
、
午
後

は
産
大
＆
附
属
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
Ａ
号
館
で
は
父
母

の
会
主
催
の
「
文
化
講
演
会
」
が
開
か
れ
、

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
永
島
昭
浩
氏
に
よ
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
演
題
は
「
夢
が
あ
る
か
ら
強
く

な
れ
る
」
で
、
ご
自
身
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
か

ら
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
や
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
ま
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ト
ー
ク
で
し

た
。
体
育
館
で
は
軽
音
楽
部
に
よ
る
ラ
イ
ブ

が
響
き
渡
り
、
終
了
時
刻
ま
で
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
雨
の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、

屋
内
を
中
心
に
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
。

講
堂
で
は
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
附
属
高
校
ダ
ン
ス
部
と
の
コ
ラ
ボ
で

会
場
は
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
続
い
て

紅
葉
祭
メ
イ
ン
企
画
の
一
つ
で
あ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
に
は
、
大
勢
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。
新
潟
で
も
活
躍
中
の
Ｍ
Ｃ
「
さ
と
ち

ん
」
が
場
を
盛
り
上
げ
、
お
笑
い
コ
ン
ビ

「Everybody

」・
新
潟
出
身
の
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の

ラ
イ
ブ
は
大
き
な
笑
い
を
提
供
し
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
紅
葉
祭
の
最
後
に
は
、
毎
年
恒

例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
数
字
が
発
表

さ
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
歓
声
が
沸
い
て
い

ま
し
た
。

学
生
教
職
員
は
も
と
よ
り
地
元
の
方
々
で

賑
わ
い
、
静
か
な
杜
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
活
気

づ
い
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受付で学友会メンバーがお出迎え

産大グッズやグルメが集結！

永島昭浩氏

地産地消販売（権田ゼミナール）

協定書に署名する梅比良眞史学長と村山卓会長

左から金センター長、梅比良学長、村山会長、櫻井雅浩柏崎市長

左からFC岐阜神田氏、湯岑選手、岡村監督

湯ゆ
み
ね岑
滉こ

う
き生
選
手
の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
入
団
記
者
会
見
を
開
催
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部活・サークル活動紹介授業紹介
10
歳
若
返
る
！ 

健
康
づ
く
り

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」

　―
そ
の
背
景
と
効
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス
―

11
月
20
日
（
木
）、
マ
ス
コ
ミ
（
テ
レ
ビ

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
（
Ｎ
Ｙ
Ｔ
）
等
）

に
、
頻
繁
に
出
演
さ
れ
て
い
る
信
州
大
学
医

学
部
の
能
勢
博
教
授
を
招
き
、
一
般
公
開
に

て
標
記
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

誰
し
も
20
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
体
力
は
衰

え
、い
つ
か
自
力
歩
行
が
難
し
く
な
る
等
「
寿

命
」
と
「
健
康
寿
命
」
に
差
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
差
の
期
間
は
「
寝
た
き
り
状
態
」
に
あ

る
と
い
え
、
そ
の
結
果
医
療
や
介
護
費
用
を

押
し
上
げ
、
自
治
体
財
政
に
重
く
の
し
か
か

り
ま
す
。
長
野
県
松
本
市
で
の
研
究
で
は
、

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
は
抗
加
齢
の
役
割

を
果
た
し
、
医
療
費
の
20
％
の
削
減
効
果
を

も
た
ら
す
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
、①
「
何
も
し
な
い
」 

②
「
１

日
１
万
歩
」 

③
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
の

３
群
に
分
け
、
５
カ
月
間
介
入
し
て
デ
ー
タ

を
採
取
し
た
と
こ
ろ
、
健
康
指
標
に
お
い
て

①
と
②
と
も
に
改
善
効
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
の
に
対
し
、
③
で
は
顕
著
な
効
果
が
現

れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
結

果
が
目
を
引
き
、
Ｎ
Ｙ
Ｔ
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
今
で
は
日
本
式
歩
行
と
言
わ
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。

追
記
：
本
学
の
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」

に
依
拠
し
た
「
健
康
づ
く
り
」
教
育
は
、
新

潟
県
も
補
助
金
で
後
押
し
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
進
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本
講
演
企
画
担
当

副
学
長
　
住
吉
　
廣
行

卓
球
部
は
、
夏
の
イ
ン
カ
レ
出
場
（
団
体

の
部
）
に
つ
づ
き
、
10
月
21
日
（
火
）
か
ら

24
日
（
金
）、
大
浜
だ
い
し
ん
ア
リ
ー
ナ
（
大

阪
府
堺
市
）
で
行
わ
れ
た
91
回
全
日
本
大
学

総
合
卓
球
選
手
権
大
会
（
個
人
の
部
）
に
出

場
し
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
４
名
の
出
場

は
数
年
ぶ
り
の
快
挙
で
し
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
新
沢
ほ
の
か
選
手
（
経

済
経
営
学
科
４
年
）
と
松
尾
悠
華
選
手
（
文

化
経
済
学
科
１
年
）
の
ペ
ア
が
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
に
望
月
李
亜
夢
選
手
（
経
済
経
営
学

科
３
年
）
と
倉
又
夢
歩
選
手
（
経
済
経
営
学

科
１
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
全
国
の
壁
は
厚
く
残
念
な
が
ら

全
て
初
戦
敗

退
と
な
り
ま

し
た
が
、
新

潟
産
業
大
学

の
名
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
れ
ま

し
た
。

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
は
、
10
月
19
日
（
日
）、

紅
葉
祭
二
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
で
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
附
属

高
校
ダ
ン
ス
部
と
の
コ
ラ
ボ
を
含
め
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
構
成
で
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

本
学
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
こ
数
年

活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、

藤
野
凛
さ
ん
（
経
済
経
営
学
科
４
年
）
を
中

心
に
復
活
！
中
村
ま
い
先
生
を
顧
問
に
迎
え
、

夏
に
は
柏
崎
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
慰
問
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員

は
６
名
で
す
が
、
日
々
練
習
を
重
ね
、
来
年

度
は
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
は
メ
ン
バ
ー
を
絶
賛

募
集
中
で
す
。経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

「
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
る
」「
体
を
動
か
し
て

み
た
い
」
そ
ん
な
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
歓
迎

で
す
の
で
、
顧
問
ま
た
は
学
務
課
ま
で
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日
（
水
）、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し

た
「
産
大
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

種
目
は
昨
年
度
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
替
え
て
、

今
回
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
前
半
は
、
１
年
生
が
主
体
の
チ
ー
ム

に
職
員
チ
ー
ム
が
加
わ
っ
て
リ
ー
グ
戦
を
展

開
し
、
後
半
は
２
年
生
が
主
体
の
チ
ー
ム
に

教
員
チ
ー
ム
を
加
え
た
リ
ー
グ
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
前
半
で
は
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
の

女
子
チ
ー
ム
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、後
半
は
、

教
員
チ
ー
ム
の
予
想
外
の
奮
闘
が
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
教
職
員
と
学
生
と
の
ヤ
ジ
の

掛
け
合
い
も
あ
り
、
大
会
は
白
熱
し
つ
つ
も

終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。

競
技
の
後
は
、「
さ
ん
だ
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

（
学
生
食
堂
）で
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
が
提
供
さ
れ
、

教
職
員
と
学
生
が
プ
レ
ー
を
振
り
返
り
な
が

ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ク
ル

「
産
大
カ
ッ
プ
」

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
）

を
開
催

ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル

紅
葉
祭
で

附
属
高
校
ダ
ン
ス
部
と
コ
ラ
ボ

昨
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
「
国
内

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」
国
家
試
験

に
、
立
田
和
也
さ
ん
（
文
化
経
済
学

科
２
年
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
立
田

さ
ん
は
合
格
率
30
％
の
難
関
を
突
破

し
、
本
学
で
は
、
昨
年
度
か
ら
の
旅

行
関
連
の
授
業
開
講
以
来
、
初
の
合

格
者
と
な
り
ま
し
た
。

立
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

私
は
高
校
時
代
か
ら
旅
行
が
好
き
で
、

こ
れ
ま
で
国
内
で
は
45
の
都
道
府
県
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
旅
行
で
得
た
知
識
が
試

験
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
と
こ
ろ
を
旅
し
て
、
将
来
を
見
据

え
て
知
見
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

12
月
17
日
（
水
）、
柏
崎
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
２
０
２
５
年
度
留
学
生
懸
賞
文
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
学
の
留
学
生
３

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
最
高
賞
で
あ
る
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、
ヴ 

テ
ィ 

ト
ォ
ウ
ン
さ
ん
（
経

済
経
営
学
科
３
年
　
ベ
ト
ナ
ム
）
の
「
柏
崎
か

ら
始
ま
る
」
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ネ
ク
ト
＆

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
〜
で
す
。
続
く
佳
作
に
陳
龍

さ
ん
（
経
済
経
営
学
科
３
年
　
中
国
）
の
「
柏

崎
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
現
状
と
課
題
」

〜
中
国
か
ら
来
た
留
学
生
の
視
点
か
ら
〜
、
同

じ
く
佳
作
に
阿
露
斯
さ
ん
（
文
化
経
済
学
科
２

年
　
中
国
）
の
「
青
の
柏
崎
」
が
選
ば
れ
、
３

名
は
賞
状
と
懸
賞
を
手
に
そ
ろ
っ
て
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
留
学

生
が
自
国
の
文

化
的
視
点
を
持

ち
つ
つ
積
極
的

に
地
域
と
の
交

流
を
深
め
、
柏

崎
の
発
展
に
貢

献
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

 能瀬 博 信州大学教授

卓
球
部

全
日
本
大
学
総
合
卓
球

選
手
権
大
会（
個
人
の
部
）出
場

紅葉祭でのパフォーマンス

国
内
旅
行
業
務
取
扱

　
管
理
者
試
験
に
合
格

柏
崎
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
留
学
生
懸
賞
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

左から陳さん、ヴさん、阿さん

女子ダブルスの新沢選手（左）と松尾選手



キャリアサポート令和7年度の就職状況について

４
年
生
の
就
職
体
験
談
　〜
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

就
職
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
就
職
支
援
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経
済

経
営
学
科
４
年

私
は
、
消
防
士
に
な
る
こ
と
が
幼
い
頃
か
ら
の
夢

で
あ
っ
た
た
め
、
地
元
の
南
越
消
防
組
合
を
志
望

し
ま
し
た
。

私
が
就
職
活
動
を
は
じ
め
た
時
期
は
、
２
年
生

の
秋
で
す
。
将
来
が
不
安
に
な
り
、
就
職
活
動
に

取
り
掛
か
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
に
か

ら
始
め
た
ら
良
い
の
か
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大
学
で
公
務
員

対
策
講
座
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
講
師
の
方
か
ら
、
公
務
員
試
験
に
つ
い
て
詳

し
く
教
わ
り
、
合
格
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
教
養
試
験
の
対
策
で

す
。
大
学
の
公
務
員
試
験
Ｗ
ｅ
ｂ
対
策
講
座
で
、
数

的
処
理
、
文
章
理
解
、
社
会
科
学
な
ど
を
勉
強
し

ま
し
た
。
私
は
数
的
処
理
が
苦
手
で
し
た
が
、
Ｗ
ｅ

ｂ
講
座
の
授
業
で
は
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

少
し
ず
つ
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
教
養
試
験
は
問
題
数
が
多
く
、
自
然
と
他
の
人

と
の
差
が
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
志

望
す
る
業
種
の
出
題
傾
向
、
出
題
割
合
を
調
べ
、
効

率
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
面
接

対
策
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
消
防
面
接
対
策
の
動
画
を

調
べ
、参
考
に
し
ま
し
た
。
質
問
内
容
を
書
き
留
め
、

そ
の
質
問
に
対
し
て
の
答
え
方
を
考
え
、
ノ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
就
職
課
職
員
の
方
に
は

何
度
も
面
接
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
自
己
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
自
分
の
強
み
と
意
欲
を
簡
潔
に
伝
え
ら
れ
る

内
容
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
不
安
な
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
課
職
員
の
方
、
家
族
、
そ
し
て
友
人
の
力
を

借
り
て
く
だ
さ
い
。
行
動
は
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援

し
て
い
ま
す
。

経
済
経
営
学
科
４
年

私
は
、
会
計
な
ど
の
数
字
や
お
金
に
関
わ
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
知
識
を
身
に

付
け
る
た
め
に
経
済
学
部
を
選
び
ま
し
た
。
授
業

を
通
し
て
「
地
元
に
戻
り
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
目
標
が
明
確
に
な
り
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
と
両
立
で
き
る
の
は
地
方
銀
行
へ
の
就
職
だ
と
考

え
、
地
元
の
金
融
機
関
に
絞
っ
て
就
職
活
動
を
進

め
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
、
３
年
生
の
春
か
ら
大
学
内
で
開

催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
始
め

ま
し
た
。
夏
休
み
頃
か
ら
は
マ
イ
ナ
ビ
の
ア
プ
リ
を

利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
に
、
対
面
の
会
社
説

明
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
進
み
た
い
方
向
性
は

決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
各
企
業
の
特
徴
や
働
き
や
す

さ
、
職
場
の
雰
囲
気
な
ど
を
中
心
に
比
較
検
討
し

ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
最
初
の
頃
は
「
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
本
格
的
に

動
き
始
め
た
の
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
し
た
。

一
方
で
、
ガ
ク
チ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
大
学
入
学

時
点
か
ら
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、
就

職
活
動
を
始
め
る
際
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は

な
い
こ
と
も
あ
り
、
周
囲
よ
り
は
一
歩
差
を
つ
け
た

状
態
で
始
め
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
は
、
一
般
的
な
民
間
企
業
と
比
べ
る

と
内
定
を
出
せ
る
時
期
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
近

年
の
早
期
化
が
進
む
就
職
活
動
の
中
で
も
、
内
定

時
期
は
や
や
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
私
が
内
定
を
い
た
だ
い
た
の
は
５
月
末
頃
で
し
た

が
、
友
人
の
中
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
内

定
が
出
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
周
囲
の
状
況
を
聞

い
た
り
、
面
接
結
果
を
待
っ
て
い
る
間
が
一
番
辛
い

と
感
じ
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
時
に
焦
っ
て
も
結
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
落
ち

る
は
ず
が
な
い
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
は
大
学
３
年
生
の
３
月
以
降
に
本
格
的
な
就

職
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
志
望
業

界
を
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、
学
内
の
セ
ミ
ナ
ー
や

ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
各

回
で
配
布
さ
れ
る
資
料
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
復
習

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
己
分
析
や
業
界
・
業
種

研
究
に
役
立
て
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
自
己
分
析

を
行
う
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
内
容
が
大
い
に
参
考

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
長
所
や
短
所

な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
、

自
身
の
思
い
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
自
身
が
働
く
こ
と
で
地
域
の
方

へ
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
こ
れ

を
就
活
の
軸
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

就
活
の
軸
を
も
と
に
企
業
探
し
を
進
め
る
中
で
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
え
ち
ご

上
越
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
信
用
事
業
や
共
済

事
業
な
ど
、
地
域
の
方
と
深
く
関
わ
る
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
私
自
身
の
就
活
の
軸
や
取
り
組
み

た
い
こ
と
に
合
致
し
て
い
る
と
感
じ
、
採
用
試
験
の

受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。
志
望
度
が
高
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
面
接
対
策
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
初
は
緊
張
か
ら
十
分
に
話
せ

ず
、「
な
ぜ
他
の
組
合
で
は
な
く
上
越
を
志
望
す
る

の
か
」
と
い
う
質
問
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
回
答
が

表
面
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
身
の
思
い
や
就
活
の

軸
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
点
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、面
接
練
習
後
に
職
員
の
方
か
ら「
伝

え
方
」
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
改
善
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
番
で
は
自
信
を
も
っ
て
受

け
答
え
が
で
き
、
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

就
職
活
動
は
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
大
切
な

時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
未
来
の
自
分
を
思
い
描
き

な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
行
き

詰
ま
っ
た
時
に
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
就
職
課
を

頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
職
員
の
方
々
は
、
皆
さ
ん
の
未

来
へ
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

社
会
や
産
業
の
変
化
が
続
く
中
で
、

学
生
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
、

就
職
を
取
り
巻
く
環
境
に
新
た
な
動

き
が
見
ら
れ
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
学
生
数
が

減
少
す
る
一
方
で
、
多
く
の
企
業
は
引

き
続
き
人
材
確
保
に
力
を
入
れ
て
お

り
、「
売
り
手
市
場
」
の
状
況
は
依
然

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
企
業
が
求
め
る
人
材

像
は
従
来
よ
り
も
多
様
化
し
て
お
り
、

専
門
性
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

や
柔
軟
な
思
考
力
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ａ
Ｉ
や

デ
ー
タ
活
用
の
進
展
に
対
応
で
き
る
人

材
は
、
業
種
を
問
わ
ず
今
後
さ
ら
に

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
生
の
就
職
活
動
に
も
変
化
が
続

い
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

や
Ｗ
ｅ
ｂ
面
接
は
す
っ
か
り
定
着
し
、

全
国
の
企
業
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
対
面
で

の
交
流
が
減
っ
た
こ
と
で
、
会
社
の
雰

囲
気
や
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く

い
と
感
じ
る
学
生
も
多
く
、
情
報
の

収
集
方
法
に
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

重
要
性
が
よ
り
高
ま
り
、
大
学
３
年

生
の
早
い
段
階
か
ら
就
職
活
動
が
始

ま
る
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
３
年
生
の
４
月
か
ら

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
こ
の
よ
う

な
現
在
の
求
人
状
況
を
説
明
し
な
が

ら
早
期
か
ら
就
職
活
動
へ
の
意
識
を
高

め
さ
せ
て
い
ま
す
。
学
生
が
納
得
で
き

る
就
職
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、「
企

業
選
び
の
軸
を
も
つ
」
こ
と
と
「
自
分

の
個
性
を
知
る
（
自
己
分
析
）」
こ
と

が
重
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
に
向
け
た

就
職
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
13
日
（
土
）
に
は
、「
就

職
活
動
集
中
対
策
講
座
」
を
実
施
し
、

参
加
学
生
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
実
践
や
効
果
的
な
面
接
の
受

け
方
講
座
、
模
擬
面
接
（
個
人
面
接
）

を
行
い
、
就
職
委
員
の
教
員
や
４
年

生
の
先
輩
方
か
ら
「
自
己
分
析
が
足

り
な
い
と
面
接
で
自
分
の
長
所
を
活

か
し
た
回
答
が
で
き
な
い
」
な
ど
シ
ビ

ア
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
２
月
10
日
（
火
）
に
は
、

県
内
外
の
企
業
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
「
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
多
種
多

様
な
企
業
の
方
か
ら
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
自
分
の
就
職
の
軸
を
見

つ
け
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

学
生
に
と
っ
て
選
択
肢
が
広
が
る
一

方
、
情
報
量
の
多
さ
や
活
動
の
早
期

化
に
よ
り
悩
み
や
す
い
側
面
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
就
職
委
員
の
教

員
と
ゼ
ミ
担
当
教
員
が
密
に
連
携
し
、

学
生
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

本学の就職内定状況（令和 8 年 1 月 31 日現在）
経済学部

男子 女子 合計

今
年
度

内定率（％） 87.3 90.0 87.7

内定者数 48 9 57

上場企業内定率（％） 11.6 22.2 13.5

上場企業内定者数 5 2 7

就職希望率（％） 93.2 100.0 94.2

就職希望者数 55 10 65

卒業予定者 59 10 69
注：外国人留学生・社会人を除く
内定率 (％）＝内定者数÷就職希望者数
就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－
　　　　　　　　　　　公務員合格者数＋個人経営家業内定者数 }

主な就職内定先（令和 8 年 1 月 31 日現在）   
業 種  内定先企業名                

建設業 オムニ技研㈱、㈱柏崎クオリティ―サービス、㈲カツミ商会、東京パワー
テクノロジー㈱、㈱北條組、㈱レックス

製造業 ㈲石倉製麺所、㈱AIRMAN、大野ロール㈱、私市醸造㈱、KLASS㈱、㈱コヤ
マ、丸井産業㈱、㈱丸互、明和工業㈱

情報通信業 Sansan ㈱、ソフトシステム㈱、㈱ボールド
運輸業・郵便業 三岐鉄道㈱、中越運送㈱、㈱新潟食品運輸
卸売業 昭和電機産業㈱、㈱タカチホ

小売業 岐阜トヨタ自動車㈱、サントリービバレッジソリューション㈱、㈱シー
スペース、福岡スバル㈱、㈱マミーマート

金融業・保険業 会津信用金庫、大分みらい信用金庫
不動産・物品賃貸業 ㈱カンエー・ハウジング、㈱トップ、㈱パートナーズ、㈱よかタウン
専門・技術サービス業 ㈱セトウチ
宿泊業・飲食サービス業 ㈱丸亀製麺
医療・福祉 ㈱チャームケアコーポレーション、( 社福 ) ロングラン

生活関連サービス業・娯楽業 ㈱岐阜フットボールクラブ、㈱高知新聞企業、ザスパ草津チャレンジャー
ズ、㈱シリウス

複合サービス事業 えちご上越農業協同組合、えちご中越農業協同組合、北新潟農業協同組合

他に分類されないサービス業 ㈲浅岡環境保全、㈱アトックス、㈱アマギ、㈱エイジェック、東京レコード
マネジメント㈱、新潟綜合警備保障㈱、日本原子力防護システム㈱

地方公務・国家公務 自衛官一般曹 ( 航空）、富山県警察、南越消防組合

令和 7年度の就職内定状況

経
済
経
営
学
科
４
年

大
杉

　幸
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
定
先
　

え
ち
ご
上
越
農
業
協
同
組
合
）

経
済
経
営
学
科
４
年

石
川

　な
つ
み

 （
内
定
先
　
会
津
信
用
金
庫
）

経
済
経
営
学
科
４
年

磯
川

　魁
志

（
内
定
先
　
南
越
消
防
組
合
）



地域とのつながり図書館だより

先生方の
オススメの本を
教えてください

絹川教授のオススメ本
『数学思考のエッセンス
  ～実装するための12講～』
オリヴァー・ジョンソン（著）、水谷淳（訳） 
みすず書房

週末に雨が降る確率といった身近な問
いからコロナ危機の分析に至るまで、
情報が溢れる現代において、示されたデータを鵜呑み
にせず、世の中を自ら考えて理解する力を養う一冊で
す。これまで何となく暗記してきた定義や定理を、数
学を「使える感覚」として捉え直すことができます。

「ラクなことだけして生きてい
きたい」「世の中と自分は無関
係」と思っている人にとって必
読の書。きっと多くの学びが

あるだろう。インパクトの強いテレビ版や映画
版（ＤＶＤ等）がよりオススメ。

※なお悪質な金融業は違法です。

『闇金ウシジマくん』

真鍋昌平（著）　小学館

「読書三到」に誓う　　　  附属図書館 館長  江口　潜
新潟産業大学（以下、産大と書く）の図書館には「読書三到」とい

う揮毫がなされた大きな木の板が飾られている。それは（産大の前身の）
新潟短期大学の図書室に既に飾られていたもの。それを新潟短期大学
が新潟産業大学になった1988 年（昭和 63 年）に産大に持ってきたら
しい。ちなみに私は 1994 年（平成 6 年）4 月に産大に赴任したので
1988 年当時のことは詳しく無い。いずれにしても今も産大図書館にあ
る「読書三到」と書かれた「あの板」は新潟短期大学の時代から今日
まで、静かに私たち産大を見つめ続けてきてくれた存在であり「我らが
大学そのもの」と言えよう。
その「読書三到」であるが、その字は白く鮮やかで際立っている。

ということは誰かがどこかの機会に「読書三到」の字を（職人さんに
頼んで）白い色を入れ直してもらったということだ。ではそれは、どな
たであったのか。
私が産大に赴任し１年ほど経った３月、新潟短期大学時代からずっと

図書館に勤務されて来た職員の O さんが定年退職の日を迎えられること
になった。私にとっては初めての「定年退職される方をお見送りする機会」
だった。３月だったので春休み。私はたまたまその日に大学にいて、O
さんが大学の玄関で退職のご挨拶をされる場に居合わせることになった。

当時在籍の職員は全員集まっていた。教員は数
名いたかどうか。そして（私は個人的に花束を
買って来ていたのだが私ごときが花束を渡すの
は差し出がましいと思い、私と年齢の近い女性
司書Tさんにその花束を「あなたから（Oさんに）
渡して下さい」といって預けた。
そしていよいよ O さんが３階図書館からエレ

ベータで降りて来られ玄関前に立たれた。その
姿を見た時、当時 30 歳だった私は理由も無く
ただただ込み上げてきて、こらえられなかった。
花束は T さんに託して正解だった。T さんが花束を Oさんにお渡しし、
そして O さんが挨拶をされ始めた。そして「記念に読書三到の白を、
入れ直させてもらいました」とおっしゃり、花束を少し見つめ直し「季
節のお花を頂いて、ありがとうございます」と述べられ挨拶は終わった。
以来、私は「読書三到」の板の前では「一礼」をしてきた。大学に

勤務するということはどういうことなのかを私はあの時教わった。そし
て誓った。私は産大を退職する日まで「読書三到」の前に「恥じると
ころ無き」を貫くことを。そして最後は「読書三到」に頭を下げ静かに
去ることを。

単なる読書スペースとしてだけでなく、利用者の多様な活動を支援するマルチユーススペースとして、ブラウジングコーナー（雑
誌閲覧スペース）の活用を常々考えていました。この可能性の鍵となるのが簡易スクリーンとホワイトボードです。

壁による仕切りや別部屋がない当館では、上映スペースが確保できない問題を抱えていました。「奥まっ
た特性を持つブラウジングコーナーを活用することにより、上映会が行えるかもしれない」、そんな思い
付きから当コーナーを活用する検討が始まりました。上映の際の騒音対策が一番の課題でしたが、利用
者の少ない曜日時間帯に行うこと、事前に十分な告知を行うことで課題をクリアできると考えました。
準備として、簡易スクリーン、聞こえやすさを重視したスピーカーを購入、普段はブラウジングの場とし
て上映時は上映会場として切替を行います。個々に映像や動画を楽しむ昨今ですが、同じ時、同じ場所
で大きなスクリーンで共に映像等をみる体験は、きっと新鮮な感覚をもたらしてくれるものと思います。
試験的な運用を経て、これから積極的な周知を行う予定です。

新潟産業大学附属図書館　Tel.0257-24-8435　E-Mail：library@ada.nsu.ac.jp

Part Ⅶ

片岡教授のオススメ本

（ビッグコミックス）

簡易スクリーンやホワイトボードで生まれる可能性

これからも読書以外の活用提案を行い、「本を借りる場所」を起点に様々な「創造の場」へと広げてまいりたいと思います。

一般の方も図書館をご利用いただけます。ご入館の際、カウンターでお手続きをお願いいたします。

地
域
貢
献
活
動
レ
ポ
�
ト

簡易スクリーン ： 館内上映を可能にする新たなツール

ホワイトボード：思考の見える化と少人数ミーティングの実現
少人数の利用を想定、ミーティング活用や学習のサポートツールとして多目的な利用を促すために設置しました。

ミーティングにおける効果
視覚的な情報共有（図や文字の書き出し）をすることで、可視化し
ながらミーティングを進めることができますので、控えめな声量で
の話合いが可能になります。可視化のメリットは、目的や流れ、ゴー
ルが頭に入りやすい点ということが挙げられます。また、話合いの
中での誤解や確認もれを防ぐことができるというメリットも挙げら
れます。ゼミ・部活等の小規模ミーティングにぜひご利用ください。

学習のサポートツールとしての効果
思考の整理に非常に有効です。情報を体系的に整理し、
アイデアや概念を構造化することで、学習や思考の質を
高めるツールとして活用することができます。ホワイトボー
ドを使った思考の整理をすすめる本などもあるほどです。
実際に利用している学生もいます。ぜひ、図書館のホワ
イトボードを学習のツールとしてもご利用ください。
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【
附
属
柏
崎
研
究
所
の
活
動
】

「
第
８
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

新
潟
産
業
大
学
附
属
柏
崎
研
究
所
主
席
研
究
員

春
日
　俊
雄

11
月
30
日
（
日
）、
本
学
の
２
０
２
教
室

に
お
い
て
「
第
８
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
６
回
か
ら
の
基
本
テ
ー

マ
「
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
幸
せ
感
を
育

む
！
を
考
え
る
」
に
基
づ
い
て
、
今
回
は
「
外

と
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
！
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
約
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　第
１
部
の
地
域
活
動
報
告
で
は
、「
外
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
！
」
た
め
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
先
駆
的
な
活
動
事
例
を
４
名
の
方
々

か
ら
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

軒
下
除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
昨
年
30

周
年
を
迎
え
て
、
地
域
や
参
加
者
の
両
方
か

ら
喜
ば
れ
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
や
、
移
住

者
も
生
ま
れ
た
こ
と
を
報
告
。

「
陽
の
楽
家
」
の
和
紙
を
し
つ
ら
え
た
柔

ら
か
い
空
間
と
居
心
地
の
良
さ
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
で
県
内
市
外

か
ら
の
来
訪
者
が
多
い
こ
と
な
ど
を
報
告
。

味
噌
や
味
噌
漬
け
、
醤
油
、
甘
酒
な
ど
を

「
食
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
な

が
る
！
」
と
し
て
全
国
に
発
信
し
、
好
評
を

得
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。

「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
海
の
大
花
火
大
会
」

有
料
観
覧
席
用
お
弁
当
（
約
５
０
０
０
食
）

業
務
を
統
括
す
る
な
ど
、
弁
当
の
自
由
度
や

変
幻
自
在
さ
を
活
か
し
た
活
動
を
報
告
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
本
学
の
片
岡
直
樹
教

授
、
蓮
池
薫
教
授
が
務
め
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
「
専
門
的
な
知
見
か
ら
外
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
！
」
と
い
う
課
題
に

沿
っ
て
、
２
名
の
専
門
家
か
ら
具
体
的
な
提

案
及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
様
な
つ
な
が
り
が
未
来
を
創
造
す
る
。

寛
容
、
丁
寧
、
親
切
、
ス
ピ
ー
ド
、
外
と
の

つ
な
が
り
が
大
事
で
、
共
存
・
共
感
か
ら
新

た
な
発
見
が
起
こ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
東
川
町
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地

域
活
性
化
企
業
人
、
国
際
交
流
員
な
ど
約

１
１
０
名
が
準
国
家
公
務
員
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
実
例
を
挙
げ
て
成

果
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
の
価
値
を
活
か
す
提
案
と
し
て
「
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
取
り
上
げ
、

世
界
市
場
で
15
％
〜
18
％
と
高
い
成
長
率
を

示
し
、
食
か
ら
文
化
を
感
じ
る
旅
で
フ
ー
ド

＆
カ
ル
チ
ャ
ー
＋
農
＋
体
験
の
要
素
か
ら
な

る
「
複
合
体
を
楽
し
む
旅
」
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
ま
た
２
０
２
２
年
以
降
、
ウ
エ
ル
ネ

ス
＆
リ
ト
リ
ー
ト
が
急
速
に
広
ま
っ
て
お

り
、
健
康
・
精
神
・
風
土
を
重
視
し
た
軽
い

食
事
と
養
生
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と

述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
聴
講
者
か
ら
も

大
変
好
評
を
博
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
た
く

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

聴
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

「
貴
重
な
話
が
聞
け
る
機
会
と
な
っ
た
。

学
び
、
実
践
す
る
よ
う
今
後
も
精
進
し
よ
う

と
思
っ
た
」（
40
代
男
性
）

「
東
川
町
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

（
30
代
女
性
）

「
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。
物
事
の
見
方
、

価
値
観
の
種
類
、
捉
え
方
な
ど
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」（
40
代
男
性
）

「
素
晴
ら
し
い
熱
の
こ
も
っ
た
話
が
聞
け
て
元

気
を
も
ら
っ
た
。
今
ま
で
の
中
で
一
番
感
銘
を

受
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
」（
50
代
男
性
）

「
大
変
面
白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
な
が
る
学
び
が
多
く

あ
っ
た
」（
50
代
女
性
）

「
地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は

“
食
”
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
っ

た
。
そ
の
た
め
に
農
業
は
守
っ
て
い
か
な
い

と
！
と
思
っ
た
」（
40
代
男
性
）

第
１
部
の
報
告
者
の
皆
さ
ん
及
び
第
２
部

の
専
門
家
の
お
二
人
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
多
忙
な
中
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
聴
講
者
の
皆
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

連
合
東
京
青
年
委
員
会

雪
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

事
務
局
長中

村 

圭
希
氏

カ
フ
ェ
陽ひ
か
り
の
ら
く
や

の
楽
家

店
長

橋
本 

紫
乃
氏

株
式
会
社
自
遊
人
代
表

取
締
役
、
株
式
会
社
Ｉ

Ｍ
Ｄ
代
表
取
締
役

岩
佐 

十と
お
る良
氏

江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
、

北
海
道
東
川
町
魅
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

鈴
木 

輝
隆
氏

株
式
会
社
ハ
ク

代
表
取
締
役中

村  

奨
氏

株
式
会
社
越
後
み
そ
西

専
務
取
締
役

栃
堀 

佳
倫
氏



通信だより

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ボ
ク
の
似
顔
絵
や

お
便
り
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　送
っ
て
く
れ
た
方
に
は
、

紅
葉
祭
の
ガ
チ
ャ
で

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
だ
っ
た

「
ち
び
ち
ゃ
っ
か
る

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　世
界
に
60
個
し
か
な
い
レ
ア
モ
ノ
を

ゲ
ッ
ト
だ
ぜ
！
ん
？
キ
ャ
ラ
が
違
っ
た（
汗
）

　宛
先
は「
入
試
課
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
係
」ま
で
！

　大
学
公
式
Ｈ
Ｐ
や
Ｘ
、イ
ン
ス
タ
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

「 誰 ？ 」「 誰 ？ 」 『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』

2005年に産大マスコット
として誕生。名前の由来は
産大のサン、チャイカ（ロシ
ア語でカモメ）のチャ、カル
メギ（朝鮮語でカモメ）の
カルを足したもの。

【PROFILE】
サンチャッカル

( 二代目 )

…
…
こ
れ
じ
ゃ

ボ
ク
の
コ
ス
プ
レ

　
　ち
ゃ
っ
か
る
～

カ
モ
ン
シ
ー
ガ
ル
ち
ゃ
ん
を

似
顔
絵
で
紹
介
す
る

ち
ゃ
っ
か
る
よ

皆さまからの温かいご支援をお待ちしております。
新潟産業大学基金　ご支援のお願い

講
義
を
は
じ
め
、大
学
生
活
の
す
べ
て
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結

で
き
る 
「
ネ
ッ
ト
の
大
学 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
経
済
学
部（
経
済

学
部
経
済
経
営
学
科
通
信
教
育
課
程
）」で
は
、１
４
０
０
名
を

超
え
る
学
生
が
全
国
各
地
・
海
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
ん
な
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ

ｒ
ａ
の
直
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

第一学
院 

ｍａｎａｇ
ａｒａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
　続
々
と
開
校

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
は
、自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
７
つ
の

コ
ー
ス
か
ら
自
分
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ス
の
所
属
生
が
利
用
で
き
る

「
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」が
今
年
度
も
続
々
と
開

校
し
て
い
ま
す
。４
月
に
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 
名

駅（
愛
知
県
）、６
月
に
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 
西

宮
北
口（
兵
庫
県
）、８
月
に
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

高
松（
香
川
県
）、１
０
月
に
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

越
谷（
埼
玉
県
）の
計
４
校
が
開
校
し
ま
し
た
。通
信
制
で
あ
り
な
が
ら
、

通
学
に
よ
る
学
び
や
交
流
の
機
会
も

大
切
に
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
拠
点
と
し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー

ス
所
属
生
が
利
用
で
き
る「
第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」は

全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
他
の
拠
点
】

池
袋・吉
祥
寺（
東
京
都
）、

福
井（
福
井
県
）、梅
田（
大
阪
府
）、

福
山（
広
島
県
）

高
知
県
四
万
十
町
で「
ロ
ー
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
挑
戦

「
ロ
ー
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、地
域
課
題
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

重
ね
な
が
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
企
画
か
ら
実
現
を
目
指
し
、地
域
の

方
々
や
仲
間
と「
共
創
」し
て
行
う
超
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
で
は
今
年
度
よ
り
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て

お
り
、参
加
学
生
た
ち
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前
学
習
を
経
て
、実
際
に

高
知
県
四
万
十
町
で
２
週
間
に
わ
た
る
現
地
活
動
を
行
い
ま
し
た
。事

前
学
習
で
は
地
域
の
歴
史
や
産
業
に
つ
い
て
学
び
、現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
向
け
た
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
、地
域
の
事
業
者
や
住
民
の
方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、地
域
が
抱
え
る
本
質
的
な
課
題
を
探
り
、そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
練
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。中
間
発
表
会
で
は
、事
業
者
の

方
々
か
ら
厳
し
く
も
温
か
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
、学
生
た
ち

は
自
分
た
ち
の
視
点
や
考
え
方
を
問
い
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
多
く
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、地
域
の
方
々
と
の

対
話
を
重
ね
る
中
で
新
た
な
発
見
や
視
野
の
広
が
り
を
経
験
し
、一
人

ひ
と
り
が
確
か
な
成
長
を
実
感
で
き
る
２
週
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

学
年
や
年
齢
、専
門
分
野
を
超
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
な
が

ら
、座
学
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
的
な
学
び
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
の
大
学 

ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
レ
ポ
ー
ト

vol.5

オ
ン
ラ
イ
ン
学
園
祭・第
５
回ｍａｎａｇ
ａｒａ
祭
を
開
催

第
５
回
目
と
な
る
今
回
の
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
祭
は
、「
ど
こ
フ
ェ
ス
？ 

こ
こ
フ
ェ
ス
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、今
年
も
学
生
チ
ー
ム
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、「
今
自
分
が
い
る
場

所
こ
そ
が
学
園
祭
の
中
心
で
あ
る
」 

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
自
由
度
と
参
加
し
や
す
さ
を
大
切
に
し

た
、キ
ャ
ッ
チ
ー
な
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、教
育
系
Ｙ
ｏ
ｕ

　Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
人
気
の
高
い「
と
あ

る
男
が
授
業
を
し
て
み
た
」の
葉
一
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、学
生

や
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。配
信
や
授
業
に
関
す
る
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、幼
少
期
の
お
話
、趣
味

や
特
技
、さ
ら
に
は 

Ａ
Ｉ
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ 

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
盛
り
上
が
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
立
案
か
ら
事
前
準
備
、当
日
の
運
営
に
至
る
ま
で
、す
べ
て
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
ま
し
た
。多
く
の
学
生
が
活
躍
し
、笑
顔
あ
ふ
れ

る
素
敵
な
学
園
祭
と
な
り
ま
し
た
。

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ

ｒ
ａ
で
は
、学
園
祭

に
限
ら
ず
、日
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
企
画
に
お
い

て
も
、学
生
た
ち
が

主
体
的
に
企
画
・
運

営
に
取
り
組
み
、実

際
に
実
施
し
て
い
ま

す
。学
生
一
人
ひ
と

り
が
自
分
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
形
に
す

る
機
会
が
豊
富
に

あ
り
、創
造
性
と
実

行
力
を
育
む
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

実
は
ボ
ク
に
は

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が

い
る
ち
ゃ
っ
か
る
！

産
大
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
が
お
届

け
す
る
コ
ー
ナ
ー『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』。

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た「
紅
葉
祭
」（
大
学
祭
）で
は
、入
試
課
の
出

展
ブ
ー
ス
に「
産
大
ガ
チ
ャ
」が
登
場
！
ボ
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

勢
ぞ
ろ
い
し
た
ち
ゃ
っ
か
る
よ
。

新潟産業大学では、皆さまからの温かいご支援による学生の学ぶ環境の向上を目指しております。
皆さまから頂戴したご寄付を活用させていただき、令和7年度はこれまでに本館1階学生トイレの洋式化と食堂前廊下
へのLED照明の設置、そして一部教室のエアコン入れ替えを行うことができました。皆さまからの温かいご支援の一つ
ひとつが教育を支える大きな力となり、学生生活を豊かにすることに繋がります。引き続き本学基金に賛同いただける
方は、下記のQRコードよりお手続きをお願いいたします。【寄付金のご応募は任意です】

寄付金窓口
QRコード

１F学生用トイレ LED照明 エアコン（207教室）

第
一
学
院 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の

詳
細
は
こ
ち
ら
↓

オンラインでオープンキャンパスを開催しています。詳細はホームページ
をご覧ください。学生もオープンキャンパスの運営を担い、managara
ならではの学生生活を未来の後輩に紹介しています。

お問い合わせ先「ネットの大学managara教育相談室」
　　　　　　　Tel：0120（836）047
E-mail：managara_nyushi@ada.nsu.ac.jp

じゃーん！

柏崎のゆる
キャラ

「えちゴン
」と一緒に
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ゼミや部活動、学内外のイベントなど、
学生が産大の魅力をXや
インスタグラムで発信しています。
各メンバーの持ち味が滲み出て？います
のでぜひご覧ください！

0120-787-124（入試課）
参加お申し込み・お問合せ

nyush i@ada .nsu .ac . jp

お申し込みは
コチラ

学事日程（2026年4月～9月）
月 日

3月29日（日）～2日(木)
1日(水) ～ 3日(金)
4日(土)
6日(月)
30日(木)

4 月

5月
2日(火)
13日(土)
15日(月) ～ 19日(金)

6 月 創立記念日授業日
個別面談・父母の会総会
個別面談個別対応週間

23日(木)
24日(金)
27日(月) ～ 29日(水)
30日(木) ～ 8月5日(水)

7 月 地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
7/20祝日振替授業日
補講日
春学期定期試験期間

6日(木) 
7日(金) 
12日(水)
13日(木) ～ 14日(金)
17日(月) ～ 9月4日(金)

8 月 試験予備日
学生夏季休業開始
追試験
お盆窓口業務休業日
集中講義期間

10日(木)
18日(金) ～ 24日(木)
25日(金)
30日(水)

9 月 秋学期卒業者発表
履修登録期間
授業開始
9月卒業式

履修登録期間
ガイダンス・健康診断
入学式
授業開始
4/29祝日振替授業日

行　　　事　　　等

2026.3.28（土） 10：30～13：00

学部・学科の魅力を説明、
入試・奨学制度の説明、
資格取得者体験談、在学生による
キャンパスツアー、フリートークなど

【プログラム】

※実施内容は変更となる可能性がございます。詳細は大学HPをご覧ください。　

皆さんの参加を
お待ちしています！

青海波（せいがいは）

発　行　日／令和８年２月
編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。
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第37回「紅葉祭」盛大に開催
部活動・サークル活動
授業紹介
就職体験談
令和7年度の就職状況について
地域とのつながり
図書館だより
ネットの大学 managara
サンチャッカル通信
INFORMATION
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表紙の写真「光のはじまり」
撮影場所：魚沼市枝折峠

表紙の写真は、本学写真部の森山明佳さん
（文化経済学科2年）の作品です。
10月の早朝、眠い目をこすりながら家を出て車
を走らせました。
向かった先は魚沼の枝折峠。雲海に昇る朝日が
バッチリ撮影できました！
新潟の素敵な撮影スポットがありましたら、ぜ
ひ写真部までご一報ください。

本学初のJリーガー誕生！
柏崎市商工会と連携協定を締結 1

学生広報チームが
SNSで情報発信

参加者は入学検定料が半額に！
春のOPEN CAMPUS

Instagram
nsu_gakuseikoho
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